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2議会だより【令和４年２月】

令和３年１０月臨時会（会期：令和３年１０月２２日）

議  案  等  別  表  決  一  覧  表

	 	

○：賛成、×：反対、－：退席、欠：欠席　　	

（※平家恭治議長は採決に加わっていません）
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夫番　号 件　　　名（摘要） 審議結果

議案第６８号 令和３年度八幡浜市一般会計補正予算（第８号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○※ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ 原案可決

令和３年１１月臨時会（会期：令和３年１１月２９日）

議案第６９号
八幡浜市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定
について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○※○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

令和３年１２月定例会（会期：令和３年１２月７日～令和３年１２月２４日）

認定第 １ 号
令和２年度八幡浜市一般会計及び特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○○

※

○ ○ ○ ○ ○ ○ 認 定

認定第 ２ 号 令和２年度八幡浜市下水道事業会計決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認 定

認定第 ３ 号 令和２年度八幡浜市水道事業会計決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認 定

認定第 ４ 号 令和２年度市立八幡浜総合病院事業会計決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認 定

議案第７０号 八幡浜・大洲地区広域市町村圏組合の規約の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第７１号 財産の無償譲渡について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第７２号 指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第７３号 指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第７４号 市道路線の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第７５号 市道路線の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第７６号 訴訟上の和解について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第７７号 八幡浜市立幼稚園条例の一部を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第７８号 八幡浜市立保育所条例の一部を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第７９号 八幡浜市立認定こども園条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第８０号
八幡浜市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定
子ども・子育て支援施設等の運営に関する基準を定める条例の一
部を改正する条例の制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第８１号
八幡浜市家庭的保育事業等の認可に係る設備及び運営に関する基
準を定める条例の一部を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○○○○○ 原案可決

議案第８２号
八幡浜市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を
定める条例の一部を改正する条例の制定について ○○○○○○○○○ ○○○○○○ 原案可決

議案第８３号 八幡浜市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○○○○○ 原案可決

議案第８４号 八幡浜市印鑑条例の一部を改正する条例の制定について ○○○○○○○○○ ○○○○○○ 原案可決

議案第８５号
八幡浜市廃棄物の減量及び適正処理等に関する条例の一部を改正
する条例の制定について ○○○○○○○○○ ○○○○○○ 原案可決

議案第８６号 八幡浜市駐車場条例の一部を改正する条例の制定について ○○○○○○○○○ ○○○○○○ 原案可決

議案第８７号 令和３年度八幡浜市一般会計補正予算（第９号） ○○○○○○○○○ ○○○○○○ 原案可決

議案第８８号 令和３年度八幡浜市一般会計補正予算（第１０号） ○○○○○○○○○ ○○○○○○ 原案可決

議案第８９号 令和３年度八幡浜市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）○○○○○○○○○ ○○○○○○ 原案可決

議案第９０号 令和３年度八幡浜市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） ○○○○○○○○○ ○○○○○○ 原案可決

議案第９１号 令和３年度八幡浜市介護保険特別会計補正予算（第２号） ○○○○○○○○○ ○○○○○○ 原案可決

議案第９２号 令和３年度八幡浜市介護サービス事業特別会計補正予算（第１号）○○○○○○○○○ ○○○○○○ 原案可決

議案第９３号 令和３年度八幡浜市駐車場事業特別会計補正予算（第１号） ○○○○○○○○○ ○○○○○○ 原案可決

議案第９４号 令和３年度八幡浜市港湾整備事業特別会計補正予算（第２号） ○○○○○○○○○ ○○○○○○ 原案可決

議案第９５号 令和３年度八幡浜市下水道事業会計補正予算（第２号） ○○○○○○○○○ ○○○○○○ 原案可決

議案第９６号 令和３年度八幡浜市水道事業会計補正予算（第２号） ○○○○○○○○○ ○○○○○○ 原案可決

議案第９７号 令和３年度八幡浜市簡易水道事業会計補正予算（第１号） ○○○○○○○○○ ○○○○○○ 原案可決

議案第９８号 令和３年度市立八幡浜総合病院事業会計補正予算（第２号） ○○○○○○○○○ ○○○○○○ 原案可決

請 願 第 １ 号 日米地位協定改定をもとめる意見書採択についての請願 ××××○×××× ×××××× 不 採 択

請 願 第 ２ 号
米価の暴落阻止のため過剰在庫の市場隔離と生活困窮者への食料
支援を求める請願 ××××○×××× ×××××× 不 採 択
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質問者（質問順） 質　　問　　項　　目 ページ

攝 津 眞 澄
1.	 全国学力・学習状況調査からみえる学校教育について

2.	 八幡浜市の文化継承の推進と、今後の取り組み及び支援について
４

井 上 　 剛
1.	 八幡浜市における森林環境譲与税の使途、現況について

2.	 �新規就業者支援の環境整備について
５

佐々木加代子　 1.	 子育て支援の取り組みについて ６

平 野 良 哉
1.	 市立八幡浜総合病院について

2.	 ふるさと納税について
７

宮 本 明 裕 1.	 市長の「わくわくする八幡浜」の実現に向けての公約について ８

新 宮 康 史

1.	 �「西予市が八幡浜地区施設事務組合から脱退する意向を示した件」

について 

2.	 福祉（虐待、子育て支援、いじめ等）全般について

９

西 山 一 規 1.	 日本で３台となったミュージックサイレンについて 10

遠 藤 　 綾

1.	 伊方原子力発電所３号機再稼働について

2.	 当市における「情報」の取り扱いについて

3.	 就学援助制度について

11

人が市政をただす！8
今定例会では、８人の議員が一般質問に立ち、市長はじめ関係理事者の

考え方をただしました。

掲載は質問順で、質問及び理事者答弁は質問者本人が要約したものです。

なお、一般質問の詳細につきましては、会議録に掲載しています。

＊会議録は、市議会ホームページ上（http://www.city.yawatahama.ehime.jp/sigikai/)、議会事務局、
　市立図書館、中央公民館でご覧いただけます。
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産業建設部長

議員攝 津 眞 澄
「八幡浜てやてや音頭」の継承を！

市からも、夏祭りの一本化の中に組み
入れる等、協賛会に市民の声を伝える

　八幡浜市内小・中学校の近年の推移、また各教

科の調査結果と分析をお聞きする。

　ここ４年間、全て全国平均を上回っており、教

員が授業改善の為の校内研修の充実を図ってきた成

果と言える。小・中学校共に基礎、基本は定着して

いるが、必要な情報を読み取りながら自分なりの考

えを書く問題に課題が見られる。これらの結果・改

善策は全ての保護者にお知らせしている。

　小学校では基礎的な学力だけでな

く規則的な生活・学習習慣を身につけ

る事が大切である。当市において、朝

食を毎日とる児童生徒の割合が低下し

ているが、その割合と理由、及び改善

方法をお聞きする。

　朝食をとらない生徒は、中学校で約５％、小学

校では約１％と把握している。理由は、保護者に朝

食を作ってもらえない・登校ぎりぎりまで寝ている

ため食べる時間がとれない・食欲がない、の３点が

挙げられる。引き続き子どもたちに規則的な生活習

慣や、朝食、睡眠の大切さを伝え、改善するよう指

導を継続していきたい。

　コロナでおうち時間が増えた事により、メディ

アの接触時間が増え、学習時間の減少や体力低下が

心配されるが、八幡浜市の子どもたちは如何か。

　各学校長に向けたアンケートでは、ゲーム依

存と体力の低下・運動不足、また養護教諭からは視

力の低下が挙げられた。コロナ禍に特化した設問で

は、子どもたちは休業期間中に勉強についての不安

を感じながらも、計画的に学習した、規則正しい生

活を送ったと回答している事から、今回の良好な学

力テストの結果に繋がったと考えている。

　秋のてやてや踊りは八幡浜市の伝統文化のひと

つであり、競演大会自体が無くなってしまった事を

知らない市民も非常に多いが、廃止になった経緯、

市民への周知方法をお伺いする。

　競演大会は、71年にわたり開

催され、秋の風物詩として市民に

定着しているが、近年、観客動員

数や踊り手の減少、事務局の負担増大などの課題を

抱えてきた事もあり、令和3.3.11に開催されたみなと

祭り協賛会総会において、秋の大会を取りやめ、夏

のお祭りに一本化されることになった。関係者へ文

書で通知したほか、ホームページや会報等で周知し

た。今後、一本化した夏祭りの内容が決まり次第、

改めてホームページや広報、SNSなどを通じて周知

に努めたい。

　てやてや踊り共演大会が無くなれば、今後、若

い世代へ伝承していく事が難しくなってくるが、市

ではどのように考えているのか。

　一本化した後の夏祭りを魅力あるものにするた

めの一案として、長年市民に親しまれてきたてやて

や踊りを、何らかの形で組み入れる事は検討材料に

なると考える。てやてや踊りを残して欲しいという

市民の声がある事を、市から改

めて協賛会へ伝えたい。

　市民より、昔からあるお祭

りの休日開催の要望が数多く寄

せられているが、休日開催は出来ないのか。

　政教分離という憲法上の原則があり、旧八幡浜

市の10月19日の秋季例大祭は八幡神社が行ってい

る事から、日程の変更に市が関与することは出来な

い。参考として、保内町川之石宮内・喜須来地区の

お祭りは地元住民と神社の協議により、日程を変更

し、土日開催となっている。

問

問

問

問

問

問

答 答

答

答

答

答

全国学力・学習状況調査を受けて
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産業建設部長

議員井 上　 剛
森林環境譲与税の活用状況は！

災害の未然防止を主眼においた間
伐事業を実施予定

　八幡浜市における森林環境譲与税の使途、現況

について

　森林環境譲与税は、平成31年３月に成立した

森林環境税及び森林環境譲与税に関する法律に基づ

き、国から地方公共団体へ令和元年度から交付さ

れている。令和３年度における森林環境譲与税の

国全体での交付額は約400億円の見込、当市への交

付額は、令和元年度が769万1,000円、令和２年度

が1,634万4,000円、令和３年度の見込みが1,639万

4,000円で、３年間で4,042万9,000円になると見込

んでいる。交付された譲与税は、これまで基金とし

て積み立ててきたが、今年度から災害の未然防止を

主眼に置いた間伐事業を実施し、その財源として

活用する予定。間伐事業を代行する場合、所有者の

同意が必要となるため、人工林の所有者に対する山

林の経営管理に関する意向調査を開始し、所有者自

ら管理することが困難な山林の把握に努めているほ

か、この事業の周知普及のため、モデル林として約

１ヘクタールの山林を対象に間伐作業を実施してい

る。また、これに付随して正確な衛星画像データの

取得費用や現地調査

に必要なモバイル

ＧＰＳ端末など資機

材の購入費用を支援

し、森林情報の管理

に役立ててもらう取

組も行っている。ま

た、木育に関する施

策も、関係機関と協

議しながら検討した

いと考えている。今

月23日、愛媛県木材協会から、新しくできるフェ

リーターミナルビルに県産材でつくられたベンチを

贈呈していただくことになった。木材のよさを広く

市民へ周知することが木育の柱であり、この取組も

ぜひ今後の参考にしたい。森林の有する公的機能

は、林業振興という側面だけではなく、地球温暖化

の抑制、災害防止や国土保全、水源の涵
カンヨウ

養など、多

面的で人々に広く恩恵を与えるもの、当市において

も、森林環境譲与税を効果的に活用しながら、適正

な森林の整備・管理、市民への啓発などに努める。

※涵養（カンヨウ）…だんだんに養い育てること。

　新規就業者支援の環境整備についてと新規就業

者への賃貸住宅の賃料一部補助は

　新規就業者のうち農業分野の支援等として、就

農サポート事業補助金制度、農業次世代人材投資事

業制度、漁業分野の支援は、漁業新規就業者支援事

業補助金制度がある。その他の支援策として、令和

３年度から八幡浜市民間賃貸住宅整備促進補助金と

して、愛媛県との連携制度で平成28年以降に県外

から移住してきた人が空き家バンクを通じて取得、

賃貸契約した家を改修する場合に係る費用の３分の

２、最大420万円を補助する移住者住宅改修支援事

業もある。質問のあった民間賃貸住宅を賃借される

方を対象とした家賃補助制度については、就職先を

選ぶ際の動機づ

け、さらに移住・

定住支援につなが

る可能性があると

思われるので、前

向きに制度設計を

検討したい。

問

問

答

答

ふるさとの森林整備について

就業人口増加定住促進について

贈呈されたベンチ
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市民福祉部長

議員佐々木加代子
スマホ版電子母子手帳の導入を検

討いただきたい！

利用者の利便性また費用対効果を見
極めながら導入に向けて検討したい

　平成27年度から子ども・子育て支援新制度がス

タートした。目指すこととして、1.保育の受入人数

拡大、2.子育て支援の充実、3.認定こども園の普及が

ある。認定こども園の普及については、来年度より

神山幼稚園と神山保育所を統合し、新たに認定こど

も園に当たる「神山こども園」が設置予定である。

「神山こども園」設置により、要望していた幼稚園

における3歳児保育も実施されることとなり、大変嬉

しく思っている。しかし、今回のこども園開設も、

子どもの数の減少によるもので、今や少子化問題は

自治体の最大の課題であり、難題でもある。新聞記

事やニュースなどで、2020年5月から7月に妊娠届出

数が急減し、コロナの影響で妊娠を先送りする人が

増えていることを不安視するという報道が多くあっ

た。当市にもコロナの影響はあるのか。コロナ前と

コロナ禍における出生数の変化を伺う。

　コロナ前の平成

30年度は157人、令

和元年度は162人、コ

ロナ禍の令和2年度は

149人、令和3年度は

現時点での見込みで

141人となり、減少傾

向にある。　

　子ども・子育て新制度では、子育て支援の充実

がうたわれている。八幡浜市においても妊娠期から

子育て期にわたる切れ目のない支援を実施するため

令和2年1月から、八幡浜市子育て世代包括支援セン

ター「ぽかぽか」が保健センター内に設置された。

開設から2年近くが経過したセンターの利用状況と利

便性がどのように改善したのかを伺う。

　八幡浜市子育て世代包括支援センター「ぽか

ぽか」では、セルフプラン・支援プランの作成、オ

ンライン相談、産後ケア訪問型、産後うつに対する

取り組みを実施している。セルフプランは、母子手

帳発行時に妊娠・出産、子育てに向けて必要とする

サービスなどを適切に選択・利用出来るよう、妊婦

と話し合いながら作成している。支援プランは、特

定妊婦と要支援妊婦に当てはまる方、また、産後ケ

ア事業利用者に作成しており、令和2年度は22件作

成している。オンライン相談では、LINE相談やビデ

オ通話を利用したZOOM相談を実施しており、4件の

相談があった。利便性の向上という点では、1.専用電

話の設置やオンライン相談など、気軽に相談できる

体制が出来た。2.産院に行かなくても自宅で育児相

談、授乳相談ができる。

3.相談内容に応じて各関

係機関との連絡調整を行

い、安心して必要とする

様々なサービスや支援制

度を利用することが出来

るようになった。

　今やほとんどの若い世代の方が利用しているス

マートフォンのアプリを利用したスマホ版電子母子

手帳の導入を検討いただきたいがどうか。

　電子母子手帳は育児の記録、予防接種管理が出

来ることに加えて、市独自の情報発信が可能だが、

導入するアプリの機能によっては特定の人への情報

発信が出来ないなど、情報発信機能の活用が限られ

る場合があることから、利用を停止した自治体など

もある。今後、効果的な情報発信や業務の効率化が

可能なアプリの検討も行い、先進自治体の状況も参

考に、利用者の利便性また費用対効果を見極めなが

ら導入に向けた検討をしていきたい。

問

問

問

答

答

答

子育て支援の取り組みについて
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市 長

議員平 野 良 哉
市立八幡浜総合病院の脳神経外

科・産婦人科・皮膚科に常勤医師を！

愛媛大学医学部各医局に常勤医師派
遣を継続要請している

　市立八幡浜総合病院の脳神経外科、皮膚科、産

婦人科は非常勤医師であり、常時診察されていない

状況であるが、今後どうする予定か。

　脳神経外科は週２回、産婦人科は週３回、皮膚

科は週２回、愛媛大学医学部からの応援医の派遣を

いただき外来診療を維持している。これらの診療科

の常勤医師を強く望んでおり、各医局には常勤医師

の派遣について要請をしているが、医局の人員不足

から、派遣には至っていない。しかし、応援医の派

遣という形で協力をいただき、各教授からは、今後

医局の人員が増えた場合には常勤医師の派遣をした

いとの話をいただいているので、現在の外来診療を

維持しながらも、派遣について粘り強く働きかけを

続けていきたい。　

　外来診療においては予約制となっているが、ど

のような状況か。

　当院では、患者様が診療を受けた際に、次回の

診療日時を予約していただく診療予約を行っている。

　診療予約は、医師の診察がある方や各種検査があ

る方に対して行っており、予約枠については、診療

科や医師ごとに15分から30分程度の枠内で１名か

ら３名程度と、それぞれのドクターに応じた枠をつ

くっている。診療内容によっては、採血、採尿等の

各種検査やレントゲン撮影などの画像撮影がある

ため、待ち時間が長くなることがある。また、救急

患者の受入れや病棟の入院患者様の急変への対応等

で、やむを得ず診察を

中断、遅延することも

あり、御迷惑をおかけ

する場合があるが御理

解をいただきたい。

　八幡浜市のふるさと納税は、令和２年度が納税

額約11億5,000万円、件数で約10万件。３年連続、

金額、件数とも愛媛県内で第１位。市政の財源とし

て、また市の魅力を全国にＰＲするものとしてもな

くてはならないものになっている。

　それでは令和３年度の見込み増税額はいくらか。

　コロナ禍の巣籠もり需要により、全国的に寄附

額が増加していることや、年々リ

ピーターが増えていることなどによ

り、今年の10月末時点において寄

附額が対前年度同期比の約20％増

となり、今議会において14億円と

する補正予算案を上程している。

　今後さらに納税額を増やすような戦略はある

のか。

　ふるさと納税における全国の寄附額は、制度開

始後増加の一途をたどり、年々自治体間の競争も激

しくなってきている。業界内において３大ポータル

サイトのふるさとチョイス、さとふる、楽天ふるさ

と納税を開設するとともに、返礼品の提供事業者と

協議しながら魅力ある特産品の充実に努めていると

ころである。

　その上で、今後のさらなる寄附額の増加を図るた

めには、年々多様化している寄附者ニーズに対応し

ていくことが重要なポイントになってくると考えて

いるので、本市のファンになってもらえるような魅

力あるサイトの構築、マルチペイメント等決済方法

の拡充、また継続寄附につながるような親切丁寧な

対応等、これらのことを実施または強化していくこ

とで他の自治体との差別化を図り、さらなる寄附額

の増加を目指す。

問 問

問

問

答

答

答

答

市立八幡浜総合病院について ふるさと納税について
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市 長

議員宮 本 明 裕
無電柱化プロジェクトについて！

電柱をなくすことで、災害に強く
安全・安心な街にしたい

　無電柱化プロジェクトについて、場所、予算規

模や市の負担等はどれくらいか。

　本年３月12日、ＪＲ八幡浜駅から八幡浜港まで

の国道、県道約1.6キロ区間が無電柱化の整備路線と

して指定され、今後は道路管理者である愛媛県が主

体となって整備に向け工事が行われていく。

　事業費については、まだ確定してないが、国庫補

助金並びに道路管理者及び各電線管理者等からの負

担金を財源として整備を行うため、市の負担は特に

ないが、無電柱化に伴い水道管の

移設等が必要となった場合は、市

の負担が発生することになる。　

　四国電力跡地プロジェクトについて、現在発表

できる範囲での御答弁をお願いしたい。

　具体的な内容はこれから検討していくこととな

るが、四国電力関連会社の双岩への移転後、市内中

心部に利便性の高いまとまった土地ができるため、

これをぜひ有効活用したい。

　八幡浜港みらいプロジェクトについて、現在発

表できる範囲での御答弁をお願いしたい。

　八幡浜港みらいプロジェクトについては、八

幡浜港と周辺エリアを広く捉え、港としての機能強

化、にぎわい創出を図ることを目的としている。第

１弾計画として、現フェリーターミナル跡地の活用

について、市民や八幡浜港港湾整備懇談会からい

ただいた意見、要望を取りまとめた上で、民設民

営方式による商業施設の誘致などに取り組んでい

きたい。

　愛宕山プロジェクトについて、現在発表できる

範囲での御答弁をお願いしたい。

　愛宕山プロジェクトについては、南海トラフ巨

大地震による大津波から市民の命を守り、かつ被災

後の早期復興につなげることを目的としている。津

波からの逃げ遅れによる犠牲者をゼロにするために

は、限られた時間の中で避難に支援が必要な方を車

で高台へ移動させる必要があり、市街地から身近な

愛宕山に緊急避難場所を整備するとともに、アクセ

スする既存の市道の拡幅整備等を予定している。

　マーマレード世界大会プロジェクトについて、

今後も世界大会は開催していくのか。

　第３回となる今年の大会は、感染防止対策を徹

底して実施することができた。第４回大会は来年４

月に開催予定である。第４回

以降もこの大会を継続開催す

ることで、イギリスとの人的

交流、文化的交流、八幡浜の

かんきつのさらなるブランド

化や６次産業の推進を図って

いきたい。

　二宮忠八の顕彰について、今後の二宮忠八生誕

地の有効な土地利用について伺う。

　二宮忠八翁生誕地の利用については、現在のと

ころは何も決まっていない。二宮忠八翁は、郷土が

生んだ飛行機の父であり、生誕地についても市の文

化ゾーンの一画として地域の活性化につながるよう

な利用をする必要があると考えており、二宮忠八翁

顕彰協議会や市民の皆様からの御意見等を参考にし

ながら生誕地の利用について検討していく。

　八幡浜の商店街の存続のために、八日市の運営

について市の御協力をお願いしたい。

　今後、八幡浜八日市委員会から支援の要望があ

れば、市としても開催が継続できるよう前向きに考

えていきたい。

問

問

問

問

問

問

問

答

答

答

答

答

答

答

「わくわくする八幡浜」の実現
に向けて
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市 長

議員新 宮 康 史
三瓶住民の安心・安全の為に！

信頼を引き継ぐ形で協議を重ねる

　対象三瓶住民が脱会に対して、生命・財産を守

ることに不安を持っており、反対している。市とし

てどのように対応していくつもりか。

　今回の件については、三瓶地区住民の様々な意

見がある中で、長年の懸案事項を解消するために西

予市が決断したと考える。当市としては協議の中で

西予市が脱会するまでの間、設立予定の協議会の中

で互いの消防力低下をきたさないような形で、現在

の消防力を維持できるように、そして本市消防に寄

せられている信頼を引き継ぐ形で、西予市消防に委

ねられるように関係を築いていきたい。

　これからの協議をきちんと進めて、両自治体

がお互いに納得した上で、地域住民が安心して西予

市消防に自分たちの生命・財産を委ねられるように

お願いしたい。　

　絶対に発生させてはならない事件であり、市の

虐待に対する緊急連絡・対応体制は確立・明文化さ

れているか。有事の際、救うべき構造が迅速にかつ

具体的に起こせるようになっているか。

　児童虐待については、子育て支援課において相

談窓口を設置している。内容によっては八幡浜市要

保護児童対策地域協議会において対応を検討する。

　緊急時においては、この協議会の構成機関である

警察や児童相談所等と連携し、必要があれば一時保

護などの措置を取る。

　市民の方からの通報体制については、子育て支援

課に子育て・虐待電話相談室として専用ダイヤルを

設置している。

　また、児童相談所全国共通ダイヤル189番（いち

はやく）に連絡すれば、近くの児童相談所へつなが

るようになっている。

　虐待のみならず、人権のすべての事項に渡り

松山が市民に出している連絡先一覧のパンフレット

を紹介する。当市でも同様のパンフレットを作成

し各家庭に配布することを提案したい。真似する必

要はないが、あれば緊急時悩まなくて、迅速に対応

できる。

　これも絶対に発生させてはいけない事件であ

り、正式な原因究明はまだであるが、伝播する可能

性もあり、発生防止の為、具体的に教育委員会とし

てどのように対処していくつもりか。

　学校内、地域、家庭、公民館、行政、児童相談

所、警察署など、様々な関係機関との迅速な対応、

連携が大事であると考えている。

　これらのメンバーが定期的に情報交換を行い、当

市特有の三層還流方式も活用しながら、子供たちの

変化を見逃さず対応していくことが、子供たちを守

り育てていくことにつながる。

　担任の先生には、もうあと半歩自分自身のこ

とと受け止め、生徒

との絆を深める努力

をお願いしたい。

子供は、何かあると

きには必ず信号を出

す。いつもアンテナ

を高くして、その微

小な変化を見逃さな

いで欲しい。

問

問

問

答

答

答

要望

要望

提案

西予市が八幡浜施設事務組合から
脱会する意向を示した件について

愛知、中 3校内刺殺事件を繰り
返さないために

大阪３歳児熱湯殺害事件を受けて
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市長・財政課長

ミュージックサイレンの今後は！

可能な限り維持しホームページで
発信

　ミュージックサイレンの詳細と、設置までの経

緯を伺う。

　愛宕山のミュージックサイレンは、平成５年２

月に1,534万7,000円をかけて設置した。それまで

時報塔のサイレンにより時報を鳴らしていたが、大

音量かつ暗いイメージがあり、要望により現在の機

器設置に至った。ミュージックサイレンとは、空気

を遠心力で圧縮し、断続的に外部に放出させること

で音を発生させる装置で、ドラムの回転と窓の開閉

のコントロールで音楽

を演奏する。設置当初

から現在に至るまで、

午前６時は古賀政男氏

作曲の「八幡浜漁港の

歌」、正午は「みかん

の花咲く丘」、午後６

時は「夕焼け小焼け」

の音楽を奏でており、

市民の皆様に親しまれ

ている。　

　初代ミュージックサイレンは昭和25年登場で、

伊賀市と大分市に現存する。八幡浜市のものは平成

元年登場の2世代機。５年前にメーカーサポートが終

了しているが、故障状況と今後の見込みを伺う。

　設置から28年が経過しており、現在は南海放送

音響照明株式会社に点検・修理を依頼している。主

な故障状況は、コンプレッサー部品破損、オートド

レン関連の故障、制御盤の故障、シャッター駆動の

故障があった。直近では、本年10月末にコンプレッ

サーが故障し12月４日に復旧。既製品の改造や部品

の特注により修理を行うため、長い期間を要してい

る。来年度以降は特注部品を一定程度ストックし、

停止期間が長くならないよう努めながら可能な限り

維持していきたい。

　12月５日、兵庫県立篠山産業高校の先生２名が

ミュージックサイレンに興味を持たれ、当市まで取

材に来られたことに対する市の受け止めを伺う。

　本件以外にも訪問したいとの問い合わせがあ

り、直近の故障の際にはホームページで稼働状況を

知らせた。故障の状況をテレビでも取り上げられる

など、注目度について関心を持っている。

　小型の動作模型を製作・展示すれば市民の理解

も深まり、観光にも活かせるのではないか。今後の

取組を伺う。

　国内で３台となったことで注目度が上がってい

る状況も鑑み、まずはミュージックサイレン設置の

経緯や歴史、現在稼働しているか否かのリアルタイ

ムの状況を市ホームページや公式ＳＮＳ等で発信す

る取組から検討していきたい。今後さらに注目度が

上がるようであれば、本市の観光マップ等にミュー

ジックサイレンを掲載することも検討したい。

議員西 山 一 規

問

問

問

問

答

答

答

答

日本で３台となったミュージッ
クサイレンについて

ミュージックサイレンの内部

点検中のミュージックサイレン
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学校教育課長

就学支援制度は、保護者に配慮し

た案内へ！

保護者に分かりやすく改めていく

議員遠 藤　 綾

　伊方原子力発電所３号機の再稼働にあたり、当

市への説明は、どのように行われたのか。

　７月、９月に四電が来訪し、保安規定違反につ

いての調査結果や再発防止策などの報告を受け、市

として、再発防止策を徹底するよう伝えた。　

　３号機は毒性の強いMOX燃料を使用しており、

プールで長期間の冷却が必要である。最終処分場も

決まっていない。耐震性や避難の問題もある。市と

して、再稼働をやめるよう要請すべきではないか。

　国政のより広い場面で議論をいただくことと

思っている。避難計画は必要に応じて見直していく。

　市民が、市の施策に関する公文書や、会議の議

事録の公開を求めた場合、どのように公開するのか。

　請求があったものは原則公開だが、情報公開

条例の規定により、氏名など特定の個人が識別でき

る情報や、法人等の公正な利益を害するおそれのあ

る情報は例外として公開できないことがある。昨年

度、該当部分をマスキングして部分公開した事例が

ある。

　各会議の議事録については、ホームページで、不

開示情報を除き、原則、公表されることとなる。

　自衛官の新規募集への自治体協力について、

当市では、１８歳の住基台帳を書き写す「閲覧」か

ら、紙名簿での提供に変わった。市民に知らさず変

わったことは問題ではないのか。経緯と法的根拠、

個人情報保護条例との関連について。提供を望まな

い方は名簿から外す自治体もあるがどうか。

　令和元年度の防衛大臣の法令に基づく依頼によ

り、対象者の情報を、紙で提供している。個人情報

保護条例の9条1項2項に、法令等の規定に基づくと

きは提供できるとある。適切な事務執行と認識して

いる。提供を希望しない方を外すことは、県内どこ

もやっていない。他市の動向を注視したい。

　経済的に厳しい家庭の小中学生に対して、学用

品費などを支援する就学支援制度について、対象者

と、所得の目安を伺う。また案内書や申請書に、対象

になる方や、所得の目安を例示し、表現についても、

保護者に配慮した内容に変更すべきではないか。

　就学支援制度の対象は、生活保護を受給、生活

保護が停止・廃止、市民税が非課税または減免、個

人事業税・固定資産税が減免、国保税が減免・徴収

猶予、児童扶養手当を受給、生活福祉資金の貸付を

受けている方、公共職安登録日雇労働者、その他経

済的理由でお困りの方、のいずれか。

　経済的理由の基準は、世帯の所得が、生活保護基

準の1.3倍以下で、例えば、両親が30歳代で小学生1

人の3人世帯では年収230万円以下、また両親が40歳

代で小学生1人と中学生1人の4人世帯では、年収約

294万円以下が対象。

　今後は、所得の目安を記載するなど分かりやすく

周知し、内容についても、精査し改めていく。

答

答

答

答

答

問

問

問

問

問

伊方３号機の再稼働について

就学支援制度の案内等について

当市の情報の取り扱いについて
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新
人
議
員
と
し
て
本
会
議
を
二
回
経

験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
議
会
だ

よ
り
編
集
委
員
会
も
二
回
目
で
す
。
さ

て
、
市
民
の
皆
様
の
声
を
お
届
け
す
る

と
い
う
こ
と
と
、
八
幡
浜
市
の
今
後
を

考
え
て
模
索
す
る
こ
と
の
中
で
、
ジ
レ

ン
マ
に
陥
る
こ
と
も
実
感
し
て
き
ま
し

た
。
例
え
ば
、
施
設
整
備
等
に
係
る
事

な
ど
に
関
し
て
、
今
後
の
見
通
し
に
合

わ
せ
て
思
考
す
る
こ
と
と
、
今
こ
の
瞬

間
で
の
ご
要
望
を
具
現
化
す
る
こ
と
、

そ
の
両
立
の
難
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

地
方
行
政
は
国
か
ら
の
財
政
的
な
支
援

の
枠
が
決
ま
っ
て
い
る
中
で
の
予
算
配

分
な
ど
、
ご
要
望
の
具
現
化
に
向
け
た

行
政
措
置
は
時
間
軸
の
調
整
に
も
な
っ

て
き
ま
す
。
市
民
の
皆
様
か
ら
の
ご
要

望
は
、
待
っ
た
な
し
の
状
況
が
多
い
中

で
は
あ
り
ま
す
が
、
制
約
が
多
い
こ
と

も
現
実
で
す
。
た
だ
、
そ
の
よ
う
な
中

で
も
、
模
索
を
重
ね
、
歩
を
進
め
て
い

か
ね
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ご
拝
読
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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八
幡
浜
市
駐
車
場
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
駐
車
場
の
一
般
へ
の
募
集
方
法
は
、
ど

う
広
報
す
る
の
か
。
ま
た
、
仮
に
一
般
の
需

要
が
多
す
ぎ
た
場
合
は
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

　
一
般
へ
は
、
広
報
誌
で
募
集
を
呼
び
か

け
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
は
、

一
般
か
ら
の
多
く
の
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ

い
て
い
る
状
況
で
は
な
く
、
仮
に
希
望
者
が

多
け
れ
ば
抽
選
と
い
う
こ
と
と
な
る
。

　
一
台
一
台
の
契
約
を
す
る
よ
り
、
企
業

に
ま
と
め
て
借
り
て
い
た
だ
く
こ
と
は
で
き

な
い
か
。
ま
た
そ
う
し
た
ほ
う
が
、
市
も
事

務
の
効
率
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

　
現
在
、
各
企
業
よ
り
必
要
な
台
数
は
聞

い
て
は
い
る
が
、
企
業
も
当
然
人
事
異
動
等
々

あ
り
、
今
後
職
員
の
増
減
も
あ
る
た
め
、
一

人
一
人
と
契
約
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
。

駐
車
料
金
に
つ
い
て
は
、
口
座
か
ら
引
き
落

と
し
さ
れ
る
方
が
大
勢
と
思
わ
れ
る
た
め
、

そ
れ
ほ
ど
の
事
務
は
生
じ
な
い
と
考
え
て
は

い
る
が
、
い
ろ
い
ろ
状
況
が
変
わ
れ
ば
、
ま

た
検
討
し
た
い
。
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認
定
こ
ど
も
園
条
例
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つ
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て

　
今
後
、
認
定
こ
ど
も
園
と
し
て
運
営
さ

れ
る
現
神
山
保
育
所
に
つ
い
て
、
現
在
の
建

物
は
大
変
古
く
な
っ
て
お
り
、
耐
震
性
に
も

不
安
が
あ
る
が
、
改
修
の
予
定
は
あ
る
か
。

　
神
山
保
育
所
の
建
設
は
昭
和
50
年
で
、

耐
震
基
準
の
改
正
前
に
建
設
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
早
急
な
対
応
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
神
山
保
育
所
と
同
じ
く
、

千
丈
保
育
所
お
よ
び
愛
宕
保
育
所
に
つ
い
て

も
、
早
急
な
対
応
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
た
め
、
来
年
度
に
は
検
討
委
員
会
を
立

ち
上
げ
て
、
３
園
の
改
修
等
の
方
針
に
つ
い

て
協
議
し
て
い
き
た
い
。

　
神
山
幼
稚
園
を
閉
園
し
て
、
当
市
に
と
っ

て
公
立
で
は
初
め
て
の
認
定
こ
ど
も
園
に
な

る
の
で
、
市
民
や
利
用
し
た
い
保
護
者
に
も

十
分
理
解
で
き
る
よ
う
、
条
例
で
分
か
り
づ

ら
い
部
分
に
つ
い
て
は
、
分
か
り
や
す
い
規

則
で
補
っ
て
は
ど
う
か
。

　
使
用
す
る
字
句
に
注
意
を
払
い
、
条
例

を
補
完
す
る
分
か
り
や
す
い
規
則
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

子
ど
も
の
居
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急
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事
業

に
つ
い
て

　
神
山
・
川
之
石
地
区
公
民
館
の
２
団
体

に
決
定
し
た
経
緯
と
、
す
べ
て
の
公
民
館
に

事
業
の
周
知
案
内
を
し
て
い
る
の
か
。

　
神
山
・
川
之
石
地
区
公
民
館
は
、
子
ど

も
が
集
い
遊
ん
だ
り
で
き
る
行
事
等
を
行
っ

て
い
る
実
績
が
あ
る
。
今
回
は
、
県
の
予
算

が
40
万
円
と
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
あ
る
程

度
絞
っ
た
形
で
対
象
を
決
め
る
必
要
が
あ
っ

た
。
そ
の
た
め
、
神
山
・
川
之
石
地
区
公
民

館
に
事
業
の
実
施
を
希
望
す
る
か
打
診
し
た

と
こ
ろ
、
実
施
す
る
と
の
回
答
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
今
回
は
こ
の
２
か
所
で
実
施
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

　
今
後
、
県
の
補
助
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
、
子
ど
も
の
た
め
だ
け
に
使
う
と
い
う

こ
と
に
と
て
も
意
味
が
あ
る
。
子
ど
も
た
ち

の
状
況
を
見
る
と
社
会
教
育
の
充
実
が
強
く

求
め
ら
れ
て
い
る
時
代
で
あ
る
。
積
極
的
に

こ
の
よ
う
な
事
業
に
参
画
し
、
子
ど
も
た
ち

を
公
民
館
に
集
め
て
、
例
え
ば
万
が
一
、
将
来
、

学
校
統
廃
合
が
あ
っ
て
も
公
民
館
が
地
域
の

交
流
を
担
っ
て
い
け
る
よ
う
、
こ
の
事
業
を

継
続
も
し
く
は
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
お
願
い

し
た
い
。
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